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動助の紹今 〔第24回〕

「コウモリ」

夕涼みの夜空lζ音もなく忍者のようにひらり、

ひらりと飛び交うどうぶつがいます。

とれはイ エコウモリと云って人里近くに住むコ

ウモリで昼間は家屋の隙聞に眠り夜lとなると山て
ヨ！とます。

コウモリの翼の部分は手の指が発達して、その

聞を薄い膜がはられて翼の役を果すようになった

ものです。とのうすい膜は指の聞から体の棋をと

おって、足、尾まで覆っており、手足を前と後lζ

動かして飛んでいるので烏の飛び方とは少し具っ

て、下手なように見えますが、飛びながら上手に

プj向を変えて虫を食べます。又一度飛び立つと仰

るまで全く休むととなく飛び続ける力を持ってい

ます。

暗い所でも良く飛び廻るので、よく目が凡える

のであろうと自かくしをしても壁や電線などにあ

たらず、 上手に飛びます。次lζ、耳の穴をふさい

だり、喫かくを効かないようlζして放っても全く

閉じようによく飛びます。

ζれらの実験の結果私達には分からない、すぐ

れた音波を皮JJ良から出すのだろうといわれていま

す。

コウモリは6月末から 7月の始めに仔供を産み

ますが巣はっくりません。後足のカギのような爪

を洞穴の天井や叡の隙聞にひっかけてぷら下って

いますが、子供を産む時は、前肢の親指の爪も天

:IIニにひっかけ尾の両側にあるl院を袋のようにして

鐙まれた仔供を乙の袋の中に入れます。仔供は亦

探ですが数日のうちにうぷ毛が生えて手足の爪も

強くなり母親は仔供をお腹！としがみつかせたまま

で餌を求めて飛びます。10日も経っと重くなるの

でその時は仔供の爪も強くなって自分の力で天井

lζ下って親の帰ーりをまっています。 1ヶ月もする

ともう親と共lζ飛べるようになります。

Jlの夜は毎1~u凡かけたコウモリも11～ 3月 lとは
全く見かけなくなります。乙れは冬眠するからで

す。ヤマネが冬眠すると休椀が下り活動している

ときより貯蔵された栄養分を佼わないようにする

のと、冬眠の要領は全く同一ですがよくも4ヶ月も

ぶら下ったままで居られるものだと感心します。

コウモリの活動はn没から 2時間位が最も活発

だとせられています。とれは夜露が下りると昆虫

も余り活動しなくなる ζ とを知っているからでし
ょう。

ユ ビナガコ ウモリは洞穴の rl 1の湿気が多く II~· く

て不気味な

とζろにい

ます。生息

状態を観察

した記録に

よると、一

年中同じと

とろで住む

ものと、 1

年lζ数回住

み家をかえ

るものがあ

ります。

普通私達

がJよかける

コウモリは

虫類を食べ
て生活していますが南洋諸島、インド、日本では

沖縄iζ住むコウモリは果物を喰ぺて生活します。

写真は大束オオコウモリで本固に来てから既に 5
年目を迎えます。バナナなどを示すとよって米ま

すが、野生のもの、採食活動はやはり夜になって

からで果樹図を一夜lとして荒すζ ともあるので果

樹裁培家の大倣とせられています。

乙の他』ζ南アメリカlζは眠っている動物K音も

なく忍びよってI自lを吸う吸血コウモリというのが

います。l政血個所から血が流れ出ないように一種

の止血剤を血液のけI/ζ持っていてそっと砥めて止

血すると云うにくい乙とをやります。それよりも

吸血したあとの加を分からなくする技術は大した

ものです。

又メキシコ湾lζ住むノクチリオと云うコウモリ

ヲ

は魚ばかり喰べている種類として知られていま ) 
す。

（松岡恵爾）
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~ 表紙の写真説明 ~ 
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〈 5月30目、トラ口頭の赤ちゃんが生まれまし ~ 

た。現(E、すくすく成長していますが、広い放飼 '.; 

ぐ 坊と出るには未だあまり小さすぎるようです。 ζ ？ 
？ の秋1r.は波l子で入国の皆さんにお目見1~できると ~ 
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卜ラの出産

トラのお産は国内の各政l物 I~~ においてもしばし

ばありますので、そう珍らしい乙とではありませ

んが、 やはり卜 ラ の赤ちゃんは ~£1.f:,の jツと 日ーか

ら乙とわざにいわれるように大’Ji'.なもののしるし

のようです。私が動物園＇ c勤務するよう iζなった

のは昭和38＂~ですが、 乙の年の 5 月 iζ新設された

猛獣の放飼j却ζ、かわいいとl三後6ヶ月の虎がやっ

てきました。したがって、乙のトラは私と動物園

での同j羽生なのです。

その後肌調 lζ発育している盗をμていました

が、前何者の者fl合で昨年ーから私がとのJ}f,の飼育を

担当するようになりました。もうすっかり成長し

てオスの方はベンカソレ虎で大きく i皐ましく 、しま

の線も太く 、元気そのもので思ーいときは法のプー
ルで元気に泳いだ 町冒咽圃園内p

りします。メスの

ブiはしまが制く体

型も小さいのです

が、 2111とも仲よ

く元気iζ育ってい

きました。

交足の）＜（配が始

まったのは一昨年

からですが、どう

も期待の持てるようなものではありませんでし

た。しかし今年 1月30l=I Ir.突然お産して私をびっ

くりさせました。初産のζとで母トラの興訴が著

しいものでした。産室も暗くしていなかったし、

充分なわらの準備もしていなかったので、赤ちゃ

んトラは階来期の寒さに耐えられなかったのか、

その夜のうちに死んでしまいました。

その後、2月19日から23円までの問lζ交尾があ

りましたので、今度乙そはj皮切させようと決心し

ました。

トラの妊娠期間は約108円です。五E獣は常lζ他

の野獣を捕えて食べている関係上、敏速な動作を

する必要性から、お腹の膨らみも他の動物のよう

にはっきりしないととが多いのです。それでも川

か変った依子が現われないものかと1i5:「i注意を払

っていました。4～5月頃からオスと共IC遊ぶ乙

とをあまり好まないようになりましたので乙れは

任娠の兆候の 1つに迷いないと思いました。

5月中頃よりマLV｝が眠っているのを認めました

ので、早速獣医さんに報告して見てもらいまし

た。腹部もややふくらんでいるので90吃期待がも

てるとのζ とでした。私の計算では6月 3n凶と

いうととになりますので、早速、産出の外lζ℃布

を張り、天井のl児り：容にもトタンを置いて完全に

ngくしてやり、出産前のメス虎を安定させるよう

にしたと乙ろ、好んで暗い）jlC:：いくようになりま

した。また、運動も好まなくなり、5月28自には

産室から全く山なくなりました。5月30目、 i:YJ行

ってみると前日に与えた餌を全く食べていませ

ん。肉の保恒でも思くお腹でもとわしたのではな

いかと、 ト・キリとしましたが、何やら気配がおか

しいので前か＇ c111をうかがうと、新しい生命の誕

生が向われます。（11J顕いるのか、元気かどうか非

常lζ気にな りまし

たが、親を不必要

lζ興奮させるとと

を恐れたのでのぞ

いたりしませんで

した。5月3111、

前日lζ与えた簡は

全部食べており、

わらの上lζ小さな

動物のうどめきを

iii~. じました。 また、 ll.1｝々 、 チューチュ ーとすしをす

うれーも聞かれました。

1 週間目より、乙れまで盗を見せなかった吋侃

は餌のII寺聞を待ちかねるように姿を見せました。

l主後の興奮状態がだんだんにさって安定してきた

のでしょう。

私はt!'1ill:I乙約 1ヶnをかけて産室を少しずつ、

少しずつ1.!JJるくしてやりました。そとに 2l!fのriJ
愛いい元気な赤ちゃん卜ラの姿がありました。体

は母親よりずっと淡い色ですがはっきりと黒いし

ま蚊綴があります。充分lζ母 トラのお乳をすって

まるまると太っていま した。

秋lζはお母さん卜ラといっしょに放飼場！ζ遊ぶ

姿をおみせする乙とができると思います。

（正木 II！｝雄）
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主主縁長せいけ九@J

お母さん トラとjjj_飼坊の方IC山してもらいました。

オランウータンのおす（j怯定9才〕が突然死亡しました。

解剖の結果熱射病とIIB石症とわかりました。

24日

IC回復しました。

元警察犬アポロ号は動物園で治療を受けましたが犬糸状

虫による肺動脈栓塞のため死にま した。

キツツキの寄附がありました。

トラの赤ちゃん2頭は、すくすく成長し、今日はじめて

20日

21日
23日

2 ilJi、コプノ、クチョウ 2羽を空路送りましたc

オオヅJレが今年も産卵し、抱卵しています。

ライオンの赤ちゃんが2頭生まれま したが、舟ライオン

がJ受乳させないので人工llij）育する ζ とにしました。

サイのめすが下痢をしましたが、投薬の結果2～3口後

13日

14日

17日

4 

7月動物園日記

サノレ島からニホンザJレ5頭がj脱走してしまいましたが、

4日聞かかって全部捕設しました。
台北動物園へ、センザンコウなどのお礼としてアナグ7

3日

9日



ベットを訪ねて

、ヘビを友としてグ

大｜駒内枚ブ'JI~I小企業団地

中央型化工業KK内

今道喜代士さん

｜｜本の西の果て、長崎県福江rliで育った今道さ

んは、YJJい凶から大の動物好きだった。

山野を馳けめぐっては、その盟富な自然の生物

を捜し求めて、烏や、イタチやへピを追う毎日を

送った。おHえた獲物たちで家のrいはいつも渦ー員。

お蔭で父から小言を頂識する事が多かったが、今

道さんの病は年と共lζ益々昂ずるばかり。高校生

の凶からは、ヘ ビ一辺倒lとなってしまった。

「へピは他の動物iζないいろいろな習性や特徴

を持っています。例えば、手泌がないのに自由自

在に動く休。？ブタのない目、）L呑みするだけで

噛む’J-i:の山米ない歯。脱皮しなければ成長出来な

い休のメカニズム等等。 ζ うした）.~！［強くひかれ

てへビばかり飼う械になりました。」。 実際に、

は虫類の生態や生理はまだまだ未知lの問題が非＇ii¥

K多い。今道さんはとれらの問題を一つ一つ解い

ていくため、へどに打込んでいる訳だ。

毎 年、数十匹のへピを揃えては、f:I宅で、或は

学校で飼育1＆築を行った。青大将を始め、シマヘ

ビ、ヤマカガシ、 ヒノイカリ 、 ジムグリ、シロ 7 ダ

ラ ~·；々 、 果てはマムシまで、 日本産へピ類のすべ

てを蒐め、生態観察の資料とした。

「産卵白やふ化日が近づくと、続しさの余りソ

ワソワして落着きません。生まれ出るまで時のた

つのも忘れて徹夜することもしばしばです。で

も、一度、あまり近くで観察していたため、固に

飛びつかれて、危うく失明すると乙ろでした。毒

性試験のため、飼っていたマムシが友人lζ鴨みつ

いて桁が動かなくなった事があってそれ以米、毒

蛇だけは止めました。」

止態観察だけでなく 、解剖してその~恕も澗

べ、II与！とはレン トゲン撮影もする。双頭の蛇を発

見した時は、徹底的にその生Fl!を究明したそうで

す。

「へビはra暁と給餅法さえ適切であれば、すば

らしい発育振りを示す動物です。一年前、貿った

ニ シキヘビは体

長 1.7メー 卜Jレ

．重さ 1キ ロだ

ったのが、一勾ー

自には 2.7メー

トJレ、 10キロ｛こ

も成長しまし

た。お蔭でアパ

ー トでは如何に

もならず、動物

園ヘ寄附しまし

fこ。」

接着剤製造と

いう時代の先端

を行く会社の技

術開先課lζ勤める今辺さんは今でも、通勤途中や

日眼目 lζは、へ ピを求めてwき廻る。ついでにエ

サのカエルやネズミも捕えて持って帰る。家lζは

エサ用としてシロネズミも増殖している。

飼育のコツは「明暗半々の績で湿度は余り高く

ない方が良い級です。時々、n光浴をさして換気

lζ注立すること。清潔に してエサを充分に与えれ

ばドン ドン成長します。」との乙とで した。

話を聞いているii:.(111でも、今道さんの手lζは、

2匹の南米産ボアが静かに巻｛、lいています。その

丸味を帯びた光沢のある体は、 fijt岐にあふれでい

ます。人々に見付けられては、lllf：、殺される事の

多いへ ビたちにとって、長Jt践で安心しきったその

ボアの安lζ、 口頃のへ ピlζ対する深い愛情が偲ば O【 ~

れるのでした。

(rl I川辺朗）
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。トラの出産

附和38
年8月！と
2才で入

国しまし

た。当II者
は小さく

て、広い

放飼場IC
放される

とどとIC

行ったのか分らないくらいでした。それから 5年目、立

派IC成長して2頭の2かちゃんをもうけました。
(5月30日）

。ライオンの人工晴育

7月14日ラ
イオンの赤ち

ゃん2頭（お

す、めす〉が

生 ま れ ま し

た。今度もあ

まり授乳させ

ていないよう

なので、 16日

朝から引きと

って人工um脊する乙とにしました。

肉食獣用lζ特別に作られたミルクを2時間どとに与え

られ、元気に育っています。

＊ キンクロハジロのひなのふ化

アイスランドより空輸されたカモの卵30コのうちキン

クロハヅロ 3羽がふ化しました。一昨年よりずっとかも

のふ化を手がけてきましたが、カモの卵はやはり水応用

動物園ニュース
のふ卵器

でなけれ

ば成紋が

あがりま

せん。

.) 全身う
ぷ毛にお

おわれた

にU 小さなひ

なは小さ

』 なプール

の 1·1~で、 うき主主を食べたり 、 7.k ＇ζもぐったりして元気に
大きくなっています。

＊ キングペンギンの抱卵

6月17nと
20日｛ζ各 1羽

が産卵し、抱

卵を続けてい

ます。一昨年

IC続いての抱

卵ですが、今

年は新らしい

冷房室なので

ふ化が期待で

きます。キン

グペンギンの

ふ化は、同内

では長崎の水族館で 2度あります。

17 日 tCEf~~ した方はおすとめすが 1 日交将で抱卵して
いますが他のものは 1羽きりですからζの方はあまり期

待できません。抱卵期間は60口ですから、うま くゆくと

8月171::1～18日にはかわいいひながかえる ζとになりま

す。

卵の大きさくらべ

動物園では今年もいろいろな種類のねたちが形も色も

大きさも変った卵をうみました。

写真は、今まで.e:1本として残しておいたものを：写した

ものです。一ばん大きいのはダチョウ（7）です。変った

ものはハゲワシ（17）の卵です。
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発青 ＜＇！－＇＇、かりの現代っ子に必要な、とび箱、

鉄棒など、情操教育と体力向上の手助け

をする、数々の運動用具は、そろ ってお
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りますでしょうか、安全性をモ ッ トーと

し、運動器具の製作 ・設置をしているの

が、長い歴史を誇る堺の木下製作所です。

あっちの友達、 こっ ちゐ友達

みんな ミテケ・ テケミ を着ています。

色がすっごくきれいです。

内外の子供)j院 とテケ・ テ ケミ を者ょう ．ゲ

3討A
nn善 命、吋洋服訂

L’，，三ー，t·~，ヲヌ
肉外衣料拠品株 式会祉




